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「9ちゃん」

　2 年ぶりに全都道府県での開催となった今年度

は、全会場が天候に恵まれ、10,882 人の少年少女

が野球を楽しみました。

　今年のメイン会場は、昨年東日本大震災で開催中

止となってしまった福島県でした。球場前には線量

計が立てられており、球場に隣接する多目的広場で

は、除染作業で芝のはり替えが行われている状況で

はありましたが、自然に囲まれた素晴らしい球場に

はたくさんのこどもたちが集まりました。

　今年初めての試みとなった午前中のティーボール

教室には、小学 1 ～ 3 年生 200 名が参加。投打の

基本を学び、講師9人vs参加者でミニゲームも実施。

手を抜かない講師と全力でぶつかっていくこどもた

ち。とても楽しい時間になりました。

　午後の野球教室には、小学 3 ～中学 3 年生 421

名が参加（原則：小学 1 ～ 3 年生は見学）。ポジショ

ン別に指導が行われ、講師陣の熱心な指導に参加者

や指導者が真剣に耳を傾けていました。コンディ

ショニングコーチの立花龍司氏による講話会も行わ

れ、立ち見が出るほどの大盛況でした。

　今年はティーボール教室を 4 会場で実施するなど

初めての試みもあり、講師や開催地の方々にたくさ

んの貴重なご意見をいただきました。来年度に向け

て役立てていきたいと思います。

　 第 18 回 を 終 え、 参 加 児 童 の 延 べ 人 数 は

206,412 人となり、20 万人を超えました。「100

万人とキャッチボールを！」という事業目標にはま

だまだ及ばない状況ではありますが、日本プロ野球

OB クラブはこれからもこどもたちの夢を応援して

いきます。

［ 第18回 ダイワハウス 全国少年少女野球教室 ］を開催しました。

100万人と
キャッチボールを！

がんばろう東北 ！　がんばろう日本 ！
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平成24年度第1回
定時総会開催報告
　去る、6月25日（月）に公益社団法人移行後初の定時総会が行われました。
　「平成24年度1ー3月期事業報告」「新役員の選任」「定款の変更」等、重要な議案
が承認されましたので、ご報告いたします。
　なお、本総会開催にあたり、多くの正（OB）会員の方々にご出席または委任状の
ご提出をいただきました。皆さまのお一人おひとりのご支援に心から御礼申し上
げます。

平成24年度第1回定時総会
1. 日　時：平成24年6月25日（月）15：03～16：45
2. 会　場：東京ドームホテル　B1F「オーロラ」
3. 出席者： 議決権のある正会員総数1,702名 

出席正会員数1,190名 
　内　訳　 正会員本人出席84名 

理事長委任1,099名 
出席会員委任7名

 （理事）　 森　徹、清覚 秀雄、三浦 政基、木村 竹志、定永 昭紀、
横山 健一郎、池田 哲雄、岡本 伊三美、川杉 収二、 
黒江 透修、高津 義信、玉利　齊、広野　功、水嶋 昭彦、
村上 雅則、吉村　正

 （監事）　吉田正史、井坂　興、五月女　豊
4. 議事の結果 
 ■第1号議案　平成24年度1ー3月期計算書類及び事業報告承認の件
 　◇結　果：原案のとおり承認可決
 　　※別表参照
 ■第2号議案　定款変更承認の件　
 　◇結　果：1,177票の賛成多数をもって原案のとおり承認可決　
 　　・第7条（経費の負担）事業年度変更に伴う会費納入期限の変更
 　　・第28条（顧問及び相談役）適格要件の変更と任期の明示
 　　・ 第38条第2項第2号（資産の種別）当該財産の保有事実がないため余字

記載として削除
 ■第3号議案　理事20名選任の件　
 　◇結　果： 候補者25名の内、過半数を超えた得票数上位20名を理事に選任
 　　※別表参照
 ■第４号議案　監事3名選任の件
 　◇結　果：候補者３名を原案のとおり選任。
 　　※別表参照

平成24年度都道府県代表幹事会報告
平成24年度都道府県代表幹事会
1. 日　時：平成24年 6月25日 （月） 13：00 ～ 14：28
2. 会　場：東京ドームホテル　B1F「オーロラ」　 
3. 出席者：
　〔役員〕　3名
　　森　徹（理事長）、井坂　興（野球事業推進委員会委員長）、中塚政幸（同左）
　〔ブロック長〕　10名
　　有澤賢持（北海道・東北/北海道幹事）、小西秀朗（北海道・東北/秋田、青森幹事）、
　　根本　学（関東Ⅰ/茨城幹事）、坂巻　豊（関東Ⅱ/神奈川幹事）、
　　大滝信孝（北信越/新潟幹事）、岡本伊三美（近畿）、渡辺弘基（中国/広島、山口幹事）、
　　白石静生（四国/徳島、愛媛幹事）、三浦政基（九州Ⅰ）、杉町　攻（九州Ⅱ/長崎幹事）
　〔代表幹事〕　24名
　　吉田克郎（岩手）、小野木　孝（宮城）、五月女　豊（栃木）、種部儀康（群馬）、
　　矢作公一（埼玉）、千田啓介（千葉）、寺沢高栄（千葉）、野村　収（神奈川）、
　　川島正幸(長野)、川藤龍之輔（福井）、田所善治郎（静岡）、吉村典男（岐阜）、
　　谷本征一（三重）、森田通泰（三重）、西川克弘（滋賀）、大門和彦（京都）、
　　木村竹志（和歌山）、芝池博明（兵庫）、黒坂幸夫（鳥取）、中藤義雄（岡山）、
　　永射　保（福岡）、岸川雄二（大分）、片岡光宏（宮崎）、森長　隆（沖縄）
4. 議事の内容　：
 ■第1号議案　事務局組織紹介
 　◇内　容： 事務局職員と担当職務の紹介
 ■第2号議案　ブロック長・都道府県代表幹事改選に関する件
 　◇内　容： 選任方法説明（新専門委員会により選任：8月予定）
 ■第3号議案　公益法人の概要とコンプライアンス規程に関する件
 　◇内　容： 公益社団法人と一般社団法人の特性説明 

コンプライアンス規程説明
 ■第4号議案　全国少年少女野球教室に関する件
 　◇内　容： 第18回開催報告と第19回開催への周知事項説明及び課題点の把握
 ■第5号議案　各種事業開催に関する件
 ①全国アマチュア野球指導者講習会
 　◇内　容： 課題点の把握と第14回（平成24年度冬期）開催への協力要請
 ②野球指導者養成・認定制度事業
 　◇内　容： 指導員登録証取得状況確認
　　　　　　   平成24年度技術セミナー開催計画説明
 ③日本プロ野球OBクラブ杯
 　◇内　容： 平成24年度開催予定と平成25年度運営協力要請

役職 氏　名 現　職

1 理 事 長 重任 森　　徹 代表出身球団　中日
（財）日本プロスポーツ協会　理事

2 副理事長 重任 清覚　秀雄 （株）エージーシー　代表取締役社長

3 副理事長 重任 三浦　政基
代表出身球団　日本ハム
学校法人 吉用学園 専門学校
九州総合スポーツカレッジ　学校長

4 専務理事 昇任 横山　健一郎 レジアスインパクト（株）　代表取締役

5 常務理事 重任 木村　竹志
代表出身球団　西武
関西独立リーグ　リーグ代表

（株）ヘルサー　代表取締役

6 常務理事 重任 定永　昭紀 （株）エス・アール・ピー　代表取締役

7 常務理事 新任 醍醐　猛男 代表出身球団　ロッテ　

8 理 事 重任 池田　哲雄 （株）ベースボール・マガジン社
代表取締役社長

9 理 事 重任 岡本　伊三美 代表出身球団　近鉄
（財）日本少年野球連盟　顧問

10 理 事 新任 小池　唯夫 パシフィック・リーグ元会長
毎日新聞社　名誉顧問

11 理 事 新任 坂巻　豊 代表出身球団　サンケイ
（株）アイビイ　　取締役会長

12 理 事 重任 高津　義信 （株）アスリートジャパン　代表取締役社長

13 理 事 新任 髙村　義明 大和小田急建設（株）　顧問

14 理 事 重任 玉利　齊 （財）日本健康スポーツ連盟　理事長

15 理 事 新任 長ヶ原　誠 神戸大学大学院
人間発達環境学研究科　准教授

16 理 事 重任 鶴岡　秀樹 ミズノ（株）　取締役

17 理 事 重任 水嶋　昭彦 メディカルネットサービス（株）
代表取締役

18 理 事 新任 村尾　忠孝 （株）シグマイン　代表取締役会長

19 理 事 新任 八木澤　荘六 代表出身球団　ロッテ

20 理 事 重任 吉村　正 NPO法人日本ティーボール協会　理事長
早稲田大学人間科学部　教授

■ 理　事

役職 氏　名 現　職

1 監 事 新任 金井　義家 税理士法人TACTコンサルティング
公認会計士

2 監 事 重任 五月女　豊 代表出身球団　大洋 
（有）ユタカインシュアランス　代表取締役

3 監 事 新任 緋本　祥男

代表出身球団　広島 
（有）エイブルサーティーシックス
代表取締役
(株)中部衛生検査センター　相談役

■ 監　事

科　　目 一般会計 収益事業特別会計 内部取引消去 合　計

Ⅰ 資産の部
流動資産
　現金預金 4,549,406 5,424,850 0 9,974,256 
　未収金 3,232,250 37,220,589 40,452,839 
　前払金 587,897 587,897 
　仮払金 435,336 435,336 
流動資産合計 8,369,553 43,080,775 0 51,450,328 

固定資産
基本財産
　基本財産引当預金 20,000,000 20,000,000 
基本財産合計 20,000,000 0 0 20,000,000 
特定資産 0 
　保険積立金 792,750 792,750 
特定資産合計 792,750 0 0 792,750 
その他固定資産 0 
　電話加入権 378,560 378,560 
　保証金 1,440,000 1,440,000 
その他固定資産合計 1,818,560 0 0 1,818,560 
固定資産合計 22,611,310 0 0 22,611,310 
資産合計 30,980,863 43,080,775 0 74,061,638 

Ⅱ 負債の部
流動負債
　未払金 5,310,271 5,310,271 
　預り金 988,273 988,273 
　仮受金 435,336 435,336 
　未払消費税等 979,100 979,100 
　未払法人税等 3,480,500 3,480,500 
流動負債合計 7,712,980 3,480,500 0 11,193,480 

固定負債 0 
　退職給付引当金 431,800 431,800 
固定負債合計 431,800 0 0 431,800 
負債合計 8,144,780 3,480,500 0 11,625,280 

Ⅲ 正味財産の部  
一般正味財産 22,836,083 39,600,275 0 62,436,358 
　正味財産合計 22,836,083 39,600,275 0 62,436,358 
　負債及び正味財産合計 30,980,863 43,080,775 0 74,061,638 

貸借対照表総括表　　　 平成24年3月31日現在

公益社団法人全国野球振興会　第９期役員名簿　　
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科　　目 一般会計 収益事業特別会計 内部取引消去 合　計

Ⅰ 一般正味財産増減の部
経常増減の部
　経常収益

基本財産運用益 0 0 0
　基本財産受取利息 0 0
受取会費 1,060,000 0 1,060,000
　正会員受取会費 150,000 150,000
　賛助会員受取会費 910,000 910,000
事業収益 2,667,790 55,227,563 57,895,353
　事業収益 1,661,790 55,227,563 56,889,353
　参加費収益 1,006,000 1,006,000
　協賛金収益 0
受取補助金等 199,786 0 199,786
　受取国庫補助金 0 0 0
　受取民間助成金 199,786 0 199,786
受取寄付金 0 0 0
　募金 0 0 0
　オークション 0 0 0
雑収益 1,141,324 1,405 1,142,729
　受取利息 800 1,405 2,205
　雑収益 1,140,524 0 1,140,524
他会計からの繰入額 35,771,927 31,171,025 （66,942,952） 0 
　他会計からの繰入額 35,771,927 31,171,025 （66,942,952） 0 
　経常収益計 40,840,827 86,399,993 （66,942,952） 60,297,868

　経常費用
事業費 5,251,908 2,184,098 7,436,006
報酬手当 0 0 0
賃金 60,000 0 60,000
講師料 1,622,770 862,219 2,484,989
講師料② 160,788 492,218 653,006
会議費 55,691 16,740 72,431
接待交際費 14,222 58,819 73,041
広告宣伝費 0 450,240 450,240
旅費交通費 1,623,429 6,666 1,630,095
旅費交通費② 59,331 39,996 99,327
旅費交通費③ 10,896 52,495 63,391
通信運搬費 418,877 0 418,877
消耗品費 49,028 0 49,028
印刷製本費 7,035 0 7,035
新聞図書費 2,370 0 2,370
会場等使用料 60,000 0 60,000
賃借料 0 0 0
支払手数料 264,355 170,975 435,330
保険料 52,721 23,730 76,451
租税公課 10,400 10,000 20,400
賞品代 47,356 0 47,356
物品仕入 0 0 0
寄付金 413,040 0 413,040
人材派遣費 0 0 0
雑費 319,599 0 319,599

管理費 636,142 31,171,025 31,807,167
報酬手当 68,628 3,362,769 3,431,397
給料手当 115,336 5,651,475 5,766,811
賃金 4,952 242,648 247,600
賞与 26,000 1,274,000 1,300,000
退職給付費用 1,372 67,247 68,619
講師料 25,900 1,269,100 1,295,000
講師料② 77,600 3,802,400 3,880,000
福利厚生費 12,966 635,351 648,317
法定福利費 16,944 830,252 847,196
通勤手当 8,459 414,491 422,950
会議費 7,243 354,902 362,145
接待交際費 13,604 666,614 680,218
広告宣伝費 37,522 1,838,594 1,876,116
旅費交通費 31,135 1,525,632 1,556,767
旅費交通費② 446 21,874 22,320
旅費交通費③ 8 370 378
通信運搬費 17,041 835,003 852,044
減価償却費 0 0 0
消耗品費 61,362 3,006,725 3,068,087
印刷製本費 20,719 1,015,225 1,035,944
新聞図書費 587 28,753 29,340
水道光熱費 3,665 179,607 183,272
賃借料 4,012 196,575 200,587
家賃共益費 21,600 1,058,400 1,080,000
諸会費 0 0 0
支払手数料 29,947 1,467,402 1,497,349
保険料 1,197 58,663 59,860
租税公課 27,692 1,356,908 1,384,600
雑費 205 10,045 10,250

その他経常費用 0 0 0
　公益事業寄付金 0 0 0
他会計への繰出額 31,171,025 35,771,927 （66,942,952） 0 
　他会計への繰出額 31,171,025 35,771,927 （66,942,952） 0 
　経常費用計 37,059,075 69,127,050 （66,942,952） 39,243,173 
　　当期経常増減額 3,781,752 17,272,943 21,054,695

経常外増減の部
　経常外収益
　　経常外収益計 0 0 0
　経常外費用
　　経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
税引前当期一般正味財産増減額 3,781,752 17,272,943 21,054,695
法人税、住民税及び事業税 0 4,060,300 4,060,300
当期一般正味財産増減額 3,781,752 13,212,643 16,994,395
一般正味財産期首残高 19,054,331 26,387,632 45,441,963
一般正味財産期末残高 22,836,083 39,600,275 62,436,358

Ⅱ 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 22,836,083 39,600,275 62,436,358

1. 野球に関する指導者の養成
（1） 全国アマチュア野球指導者講習会（2,181 千円）

　全日本アマチュア野球連盟に登録された指導
者名簿の中から選出されたプロ野球出身者を 3
地区に派遣し、実技指導を行った。
主　　催：社団法人全国野球振興会
実施会場：3 地区 3 会場（北海道・岐阜県・ 

熊本県）
受講対象：アマチュア野球指導者
受講者数：約 200 名
講　　師：12 名（1 会場 4 名）

（2）野球指導者養成・認定制度事業（416 千円）
　競技力の向上には、高度な技術と豊富な経験
を有するプロ野球出身者を優れた指導者に養成
することが効果的であると考え、プロ野球出身
者を対象に指導者養成講座（技術セミナー）を
実施している。
　当該事業年度（1 ～ 3 月）では、所定のカリ
キュラムを修了した者への基礎資格「野球技術
指導員登録証」を発行した。また、本制度の検
討を行う委員会として野球事業推進委員会（委
員 14 名）を開催した。
・野球技術指導員登録証発行者数：41 名
・野球事業推進委員会全体会議：2 回、部会 3 回

2. 野球に関する技術指導
（1）全国少年少女野球教室の開催（328 千円）

　本事業は、将来を担うこどもたちに野球の魅
力や楽しさを伝えるとともに、心のふれあいが
できる場を提供することにより、底辺拡大、ス
ポーツの普及・振興及び青少年の健全育成に寄
与することを目的として実施されている。
　当該事業年度（1 ～ 3 月）では、第 18 回開
催（平成 24 年 5 月 13 日）に係る準備費用が
発生した。

（2）各種少年野球教室の開催（1,146 千円）
　行政、団体、企業等からの依頼により、各種
野球教室の講師として正会員を派遣。

①一般野球教室
主　　催：各地方団体、各野球連盟、企業・団

体等
実施回数：1 回（愛知県豊田市）
派遣講師：1 名

②スポーツ選手活用体力向上事業
主　　催： 文部科学省、公益財団法人日本体育

協会
後　　援：各地方公共団体
実施回数： 5回（神奈川県川崎市、東京都台東区、

埼玉県伊奈町、大阪府豊中市、東京
都大田区）

受講者数： 小学生（一部中学生含む） 
1 会場 15 ～ 100 名

派遣人数：5 名

（3）東京ベースボールスクール（558 千円）
　高校への進学後も野球を継続することを希望
している中学校 3 年生を対象にスクールを開
催。秋・冬の週一回、夜間に開催され、プロ野
球出身者が指導にあたっている。
　当該事業年度（1 ～ 3 月期）においては、７
日間で 14 名を派遣した。
主　　催：株式会社ベースボールコミュニケー

ション
協　　力：社団法人全国野球振興会
会　　場：明治神宮外苑神宮室内練習場 

（東京都新宿区）
実施回数：7 回
派遣人数：14 名

3. プロ・アマ交流に資する各種行事の開催
（1） 全国アマチュア野球指導者講習会
　　 ※１－（１）参照

（2）全日本野球会議  ※４－（１）参照
（3） 日本高等学校野球連盟関連事業
　　 ※４－（２）参照

4. 全日本野球会議その他野球に関する
    団体との連携協力

（1） 全日本野球会議主催野球指導者講習会（556千円）
　全日本野球会議が主催する野球指導者講習会
へプロ野球出身者を派遣した。派遣者は、全日
本アマチュア野球連盟に登録された指導者名簿
の中から選出した。
主　　催：全日本野球会議
開 催 日 ： 1 月 21 日（土）
会　　場：幕張メッセ（千葉県千葉市）
受講対象：アマチュア野球指導者
派遣講師：9 名

（2）日本高等学校野球連盟関連事業の開催（606 千円）
　各都道府県高等学校野球連盟が主催する元プ
ロ野球選手技術指導講習会への講師を派遣し
た。派遣者は、全日本アマチュア野球連盟に登
録された指導者名簿の中から選出した。
主　　催：各都道府県高等学校野球連盟
受講対象：各都道府県日本高等学校野球連盟加

盟校の野球部員、引率責任者
会　　場： 1 県 2 会場 

（兵庫県尼崎市、兵庫県神戸市）
派遣講師：8 名

5. 会報その他出版物の発行
（1）会報誌『OB NEWS』の発行

※管理費に計上
発行回数：1 回（No.52：１月）
発行部数：3,000 部
配 布 先 : 正会員、賛助会員、協賛各社他関係機関

（2）ホームページの管理・運営
※管理費に計上

（3）調査研究
　社団法人日本野球機構、社団法人日本プロ野
球選手会と共同でキャリアサポートマガジン

「ＮＥＷＢＡＬＬ」を年末に発行しているため、
当該事業年度（1-3 月期）における発行はなし。

6. その他目的達成のために必要な事業
（1）講演会への講師派遣（321 千円）

　行政、団体、企業等からの依頼により、講演
会の講師としてプロ野球出身者（OB 会員）を
派遣。
主　　催：行政、団体、企業等
実施回数：1 回（沖縄県那覇市）
派遣講師：1 名

（2）ＯＢオールスターゲームの運営協力（0 千円）
　 　　開催実績なし。

（3）無体財産権事業の運営（135 千円）
　テレビゲームソフト、オンラインゲームへの
当法人公認名義の貸与のほか、メモラビリア商
品へ当法人公認名義及び正会員肖像権を貸与し
た。※当該事業年度から事業名を「肖像権使用
事業」から「無体財産権事業」に変更した。

　《主な事業》 
　・テレビゲームソフト、
　　オンラインゲームの当法人公認名義貸与
　・メモラビリア商品の販売
　　（フォトフレーム、サインボール、サインカード）ほか

（4）野球振興普及事業（792 千円）
①東日本大震災復興支援活動
「3.11 メモリアル
“きずな”ウォーク＆ラン TOKYO」
開 催 日：3 月 11 日（日）
主　　催：ウォーク＆ラン TOKYO 実行委員会
会　　場：臨海副都心潮風公園（東京都品川区）
派遣人数：9 名

② 各種大会への後援名義の使用許可、視察および
記念品等の寄贈等
主　　催：各野球連盟ほか
後援件数：2 件

（5）日本プロ野球 OB クラブ杯中学生野球大会
（374 千円）

　公益財団法人日本中学校体育連盟加盟の軟式
野球部を対象に中学校軟式野球部の県大会を開
催。野球の魅力を伝え、中学校軟式野球のさら
なる活性化を図るとともに、野球を通じた青少
年の健全育成を目的とする。
主　　催：社団法人全国野球振興会
協　　賛：帝京大学グループ
協　　力：公益財団法人日本中学校体育連盟
大 会 数：1 大会（沖縄県）

（6）スポーツフェアへの運営協力（1 千円）
　株式会社ぎょうせいからの依頼により、プロ
野球出身者を派遣し、地元チームとの対戦のほ
か、指導者講習会及び野球教室を行っている。
当該事業年度（1 ～ 3 月期）では、次年度開催
の準備費用が発生した。

（7）広告宣伝（22 千円）
　会報誌等に掲載する広告収入の営業活動を行
うにあたり、諸経費が発生した。

（8）物品販売（0 千円）

正味財産増減計算書総括表平成 24 年度（１〜３月期）　事業報告書

公益社団法人移行により、本年度から
定時総会は年１回（毎年 6 月）の開催
となります。

平成24年1月1日～平成24年3月31日まで
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社 会 貢 献 事 業Topics 02

　6月21日、野球体育博物館にて『夢・未来応援プロジェクト ブルペン』事業

を開催しました。この事業は、子どもたちの進路学習『キャリア教育』の一環で、 

ＯＢクラブが社会貢献事業として行っています。今回は修学旅行で上京した 

新潟県上越市立小猿屋小学校の生徒6名を迎え、屋鋪　要氏に講師としてプ

ロ野球選手になるまでの過程をお話いただきました。

　インターネットを利用すれば、知りたいことを簡単に調べることができる現

代。目標を達成するにはどうしたいいの？　小学生でも自分で検索し、その

ヒントを見つけます。それは、屋鋪氏が小学生の頃には考えられなかったこと。

だから、「最近の子どもたちが羨ましい」と屋鋪氏は言います。また、そのよう

な恵まれた環境だからこそ「ただ努力するのではない。どのような努力をすれ

ば目標を達成できるのか、考えて努力してほしい」と生徒たちに話しました。

　ところで、事業の名称『夢・未来応援プロジェクト ブルペン』。なぜ、この名称

になったのか。それは…ブルペンは投手が準備をする大切な場所。子どもたち

が夢を実現させるための準備をする時間になれば…という想いを込めて、こ

の事業名になりました。

　ＯＢクラブの活動を通じ、ひとりでも多くの子どもたちが夢や目標を持ち、そ

れに向かって努力すること。そして、夢を掴んでくれることを願っています。

努力は考えてするもの

OBクラブとして、できることはなんだろう
　市営浦和球場で6月23日に行われた『さいたま市障害者スポーツ教室』

は今年で6度目を迎えました。今回の講師は小野和幸氏と鈴木 健氏。

　参加者の笑顔を見るたびに想うことがあります。それは、健常者に比べて

社会に出ていく機会の少ない障害者の方々に、何らかの経験をする場を提

供できれば…と。

参加者が楽しむことを

第一に指導した

小野講師と鈴木 健講師

小野投手に挑戦！

まるでプロ野球キャンプの

ブルペンみたい？

オ～ッ !!  鈴木 健講師の打球に参加者から歓声が

さいたま市障害者スポーツ教室

夢・未来応援プロジェクト  ブルペン

鈴木 健講師は笑顔で
キャッチボールを指導

二人の講師が参加者に質問する場面もあり
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野 球 指 導 者 養 成 ・ 認 定 制 度 事 業Topics 03

目 的

●　 一流指導者の養成を目指す認定制度においてステップ・アップへの足
がかりとなる基礎資格を設定することで、指導力向上に取り組みやす
い環境を提供する

●　  受講成果を当法人が認定することで、受講者自身の証明（格付け）を行う

●　 当法人の指導者派遣事業において、本制度が派遣基準の指針となるこ
とを目指す

登 録 基 準 　　登録料：5,000円
必須課題：
　　①技術セミナーの受講
　　　所定6講座  （ 投手編/捕手編/内野手編/外野手編/打撃編/走塁・バント編）
　　②レポートの提出
　　　1講座600字以上  （テーマ： 自身の経験を交え、受講成果を「基本の技術」

としてまとめる）

登 録 証 有 効 期 限

永久 （ただし、退会時に抹消する）

担 当 機 関

野球事業推進委員会

（公社）全国野球振興会「野球技術指導員」が続々誕生！！
OBクラブの公認資格「野球技術指導員」が続々誕生しています。

「野球技術指導員」は、認定制度の基礎資格です。意欲的に指導力向上を目指すプロ野球OBを「指導員」として登録します。

取得を目指す方は、まずは技術セミナーを受講して下さい。また、受講免除の特例もありますので、該当される方は事務局までお問合せ下さい。

在住地 氏　名 代表出身球団 ポジション
宮城 小野木　孝 国鉄 投手
群馬 三枝　道夫 西鉄 投手
栃木 櫻井　憲 日本ハム 投手
東京 石毛　宏典 西武 内野手
東京 江本　晃一 中日 投手
東京 岡田　忠雄 巨人 捕・内野手
東京 河瀬　雅英 日本ハム 投手
東京 小泉　泰重 巨人 内・外野手
東京 島田　雄二 巨人 外野手
東京 田中　一徳 横浜 外野手
東京 得津　高宏 ロッテ 外野手
東京 広野　功 中日 内・外野手
東京 松岡　弘 ヤクルト 投手
東京 村上　雅則 S.Fジャイアンツ 投手
東京 山田　博一 大洋 外野手
埼玉 矢作　公一 日本ハム 内野手
埼玉 山内　英雄 大洋 投手
千葉 千田　啓介 ロッテ 内野手
千葉 森　宝生 西武 投手

在住地 氏　名 代表出身球団 ポジション
千葉 若生　智男 阪神 投手
神奈川 井坂　興 巨人 外野手
神奈川 倉田　誠 巨人 投手
神奈川 古賀　正明 大洋 投手
神奈川 齊藤　明雄 横浜 投手
神奈川 辻　恭彦 大洋 捕手
神奈川 野村　収 阪神 投手
神奈川 前田　益穂 中日 内野手
神奈川 益田　貢 大洋 捕手
静岡 水野　達郎 大洋 投手
愛知 小川　宗直 西武 投手
愛知 金沢　幸彦 ロッテ 内野手
愛知 木俣　達彦 中日 捕手
愛知 藤波　行雄 中日 外野手
愛知 星野　秀孝 南海 投手
愛知 武藤　忠男 中日 内・外野手
長野 川島　正幸 ロッテ 内野手
長野 堀場　秀孝 巨人 捕手
福井 川藤　龍之輔 巨人 投手

在住地 氏　名 代表出身球団 ポジション
大阪 小川　亨 近鉄 内・外野手
大阪 高木　喬 西鉄 内野手
大阪 中山　力 セ・リーグ審判
大阪 米谷　延夫 南海 捕・外野手
大阪 和田　徹 南海 捕手
兵庫 大原　徹也 近鉄 内野手
兵庫 鈴木　照夫 西武 内野手
兵庫 宮田　典計 阪神 投手
滋賀 下田　充利 日本ハム 捕手
京都 平田　守 阪急 外野手
和歌山 木村　竹志 西武 投手
広島 小林　誠二 広島 投手
広島 鈴木　伸良 巨人 捕手
広島 髙橋　里志 広島 投手
岡山 中藤　義雄 近鉄 内野手
福岡 三浦　政基 日本ハム 投手
長崎 杉町　攻 西鉄 投手
沖縄 新里　紹也 ダイエー 内野手

■ 野球技術指導員登録者　2012. 6. 25 現在 56 名

課題免除の特例

1.技術セミナー講師経験者
　　技術セミナー所定講座の内、講師を務めた講座の受講及びレポートの免除

2.指導者講習会等講師経験者
　　技術セミナー全6講座の受講及びレポートの免除
　　※免除の特例適用後も可能な限りセミナーを受講すること
　　　　（免除対象事業）

・全国アマチュア野球指導者講習会の講師（主催：全国野球振興会）
・全日本野球会議野球指導者講習会の講師（主催：全日本野球会議）

3.指導者講習会等受講経験者
　　受講講座のセミナー受講の免除。ただし、レポート課題必須
　　　　（免除対象事業）

・全国アマチュア野球指導者講習会の受講

4.技術セミナー1998-2010受講者
　　「受講履歴申告書」により申告した講座の受講免除。レポート課題必須
　　　　（注） 特例期間は、2012年12月31日まで 

特例期間を経過した受講履歴は、受講記録に反映されない 
ただし、監督・コーチ等による指導現場復帰者はその期間を
猶予する

5.技術セミナー1998-2006受講者
　　「バント編」の受講免除　※'98-06期間「バント編」開催実績なし
　　　　（注） レポートの「走塁・バント編」においてバントについての内容

を加味すること

期 開催地区 日時 場所 講座名 講師名

Ⅰ期 関　東

5月7日（月）

墨田区総合体育館

走塁・バント編 石毛 宏典
捕手編 醍醐 猛男
打撃編 中西 　太

5月28日（月）
外野手編 屋鋪 　要
内野手編 辻　 発彦
投手編 遠藤 一彦

Ⅱ期 九　州 7月21日（土） アクロス福岡

投手編 三浦 政基
捕手編 若菜 嘉晴
内野手編 基　 満男
外野手編 二村 忠美
走塁・バント編 島田 　誠
打撃編 山本 和範

期 開催地区 日時 場所

Ⅲ期 近　畿 9月の土日 候補地：大阪市内

Ⅳ期 関　東 11月 or 12月の土日 墨田区総合体育館

Ⅴ期 中国四国 H25年2月の土日 候補地：広島市内

野球技術指導員登録証発行概要

■ 2012 年度技術セミナー （今後の予定）

スポーツ振興くじ助成事業
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国 際 学 園 O B 入 学 コ メ ン ト

プ レ ゼ ン ト コ ー ナ ー

星槎大学
共生科学部
共生学科

日本プロ野球OBクラブ第2号　

筧 　 裕 次 郎 （ か け い 　 ゆ うじ ろ う ）

「 い つ か こ の 高 い ハ ー ド ル を 越 え て や る！」

　私が大学で学修（勉強）を始めようと思った

のは、再び野球に関わっていきたいと思った時

に「あの時、やっておけばよかった」と後悔した

くないと考えたからです。

　私は今、自分の将来設計として「いつか高校

野球の監督」の道に進められたらいいと夢を描

いています。今の仕事を誰かに任せられるよう

になったら、そして、こどもたちが手を離れてい

くようになったら、再び好きな野球に関わって

いきたいと考えているからです。

　さらに3児の父親として「私はこどもたちに、

一体何を残してあげられるのだろうか？」と心

に問いかけたとき、自分が若いときに精一杯や

り遂げた野球がここまでの自分を成長させてく

れたことに気づきました。その恩返しとして、夢

をかなえる勇姿をこどもたちに残したいと思っ

たのです。この決心については、悩みに悩んで

多くの先輩方にも相談しました。中でも今の自

分を支えてくれている一番の理解者、妻にも相

談し理解を得ることができました。

　私の人生の中での原点は、「今があるのは家

族の支えがあるから」。そして「今の仕事に誇り

を持っているから」と強く思っています。

　これからのハードルは高いかもしれません。

それを乗り越えるところ、そして、私が苦悩しな

がら大学の学修（勉強）する姿をこどもたちに

も見てもらい、家族や応援してくださる皆様と

一緒に成長していきたいと思っています。応援

をよろしくお願いいたします。

◆筧氏プロフィール

　兵庫県出身　1984年5月7日生まれ　28歳

　明徳義塾高校から2003年大阪近鉄バファローズに入団

　オリックスバファローズに移籍後2008年退団　内野手

Topics 04

Topics 05

ご希望の方は、おハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・ご希望のプレゼント名
（サインボールご希望の方はOB名）・OBクラブへのご意見、ご要望などを明
記の上、右記の宛先までご応募下さい。締め切りは、10月1日（当日消印有
効）。当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

応 募
方 法

〒130-0012
東京都墨田区太平4-13-2 太平サクラビル２階
公益社団法人全国野球振興会 OB NEWS Vol.54 プレゼント係

1 オリジナル 直筆サインボール　各１個（合計 5 名様）

OBの直筆サインボール
（各1名様、ロゴは旧法人名）

2 オリジナル
QUOカード 10名様

3 オリジナル
「かっとばし」5 名様

6 オリジナルグラブ
1 名様

−  かっとばしとは  −
破損バットやバットを作る際
にできる端材を再利用して
作ったお箸です。

公益社団法人
全国野球振興会ロゴ入り

「かっとばし」

日本プロ野球ＯＢクラブ
トレーニンググラブ（1名様）
久保田運動具店（クボタスラッガーブランド）と
捕球の基本練習を追求し開発した、

「トレーニンググラブ　KSG-PROB」
■通常販売金額
 11,050円（消費税、送料含む）

■商品のお問合せ
株式会社久保田運動具店
06-6373-2288

4 野球体育博物館 入場券
ペア 5 組 10 名様

5 甲子園歴史館 入場券
ペア 5 組 10 名様

■入館料
大人　500円（300円）
65歳以上　300円
小・中学生　200円（150円）

（　）内は20名以上の団体料金
■開館時間

【3/1～9月末】10:00～18:00
【10/1～2月末】10:00～17:00
※入館は閉館時間の30分前まで

■休館日　
　月曜日（ 但し、祝日・東京ドーム野球開 

催日・春・夏休み期間中は開館）
　年末年始（12月29日～1月1日）
■HP

http://www.baseball-museum.or.jp

■入館料
おとな　５００円
こども　３００円（４歳～中学生）

■歴史館営業時間
【3/1～10月末】10:00～18:00
【11/1～2月末】10:00～17:00
※入館は閉館時間の30分前まで

■休館日　
　月曜日(試合開催日、祝日除く)
　年末年始・メンテナンス休館
■HP

http://www.koshien-rekishikan.com

財団法人野球体育博物館
日本野球界全体（プロ・アマチュア野球）で運営する野球殿堂・博物館。野
球の歴史と現在をわかりやすく紹介、WBCの展示も充実しています。日本
野球の発展に貢献した方々の功績を永久に讃える「野球殿堂」や図書館
もあり、大人から子どもまで幅広い世代にお楽しみ頂けます。

甲子園歴史館
2010（平成22）年に阪神甲子園球場リニューアル完了に伴い、球場レフ
ト外野スタンド下に誕生した高校野球、阪神タイガース、阪神甲子園球場
の歴史を一堂に集めた展示施設が「甲子園歴史館」です。甲子園球場を舞
台として各時代に生まれた名勝負・名シーンの数々や名選手たちを、懐か
しい映像や写真、貴重な展示品を通じてご紹介しています。またガイドによ
る解説を聞きながら球場の裏側を見学できるスタジアムツアーも実施して
います。

尾崎行雄さん

屋鋪要さん

桑田真澄さん

谷澤健一さん駒田徳広さん
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日にち 行事名（事業名） 場所 参加者

4 / 13 関東地区ブロック会議 東京都墨田区

・森　徹
・五月女　豊
・種部儀康
・安田　猛

・倉高新治
・坂巻　豊
・根本　学
・矢作公一

4 / 20 中国四国地区ブロック会議 広島県広島市
・森　徹
・渡辺弘基
・中藤義雄

・白石静生
・黒坂幸夫
・田中　調

4 / 21
BC リーグ 福井 ホーム開幕戦 福井県福井市 ・川藤龍之輔

BC リーグ 群馬 ホーム開幕戦 群馬県前橋市 ・種部儀康

4 / 22
BC リーグ 長野 ホーム開幕戦 長野県上田市 ・川島正幸

BC リーグ 新潟 ホーム開幕戦 新潟県新潟市 ・大滝信孝

4 / 28 日本プロ野球 OB クラブ杯 岩手県奥州市
・森　徹
・今関　勝

・小野木　孝
・大久保美智男

5 / 4 BC リーグ 長野　横浜戦 長野県長野市 ・川島正幸

5 / 7 Ⅰ期関東地区
　技術セミナー：１日目 東京都墨田区

・石毛宏典
・醍醐猛男

・中西　太

5 / 19 会計業務監査 東京都墨田区
・吉田正史
・井坂　興

・五月女　豊

5 / 21 野球事業推進委員会
第 6 回全体会議 東京都北区

・池谷公二郎
・佐藤　洋
・水上善雄
・木村竹志
・八木澤荘六
・森　徹

・片平晋作
・仁志敏久
・森　宝生
・中塚政幸
・井坂　興

5 / 24 公益社団法人全国野球振興会
平成 24 年度第 1 回常務理事会 東京都墨田区

・森　徹
・三浦政基
・定永昭紀
・横山健一郎

・清覚秀雄
・道法孝典
・木村竹志

日にち 行事名（事業名） 場所 参加者

5 / 28 Ⅰ期関東地区
　技術セミナー：２日目 東京都墨田区

・屋鋪　要
・遠藤一彦

・辻　発彦

5 / 31 公益社団法人全国野球振興会
平成 24 年度第 1 回理事会 東京都墨田区

・森　徹
・三浦政基
・定永昭紀
・横山健一郎
・岡本伊三美
・黒江透修
・玉利　齊
・吉村　正
・村上雅則

・清覚秀雄
・道法孝典
・木村竹志
・池田哲雄
・川杉収二
・高津義信
・水嶋昭彦
・五月女豊
・井坂　興

6 / 12 特別支援学校訪問 埼玉県上尾市 ・小野和幸 ・鈴木　健

6 / 16 大阪市中学校体育連盟
野球指導者講習会 大阪府大阪市

・木村竹志
・岡本伊三美

・和田　徹
・南牟礼豊藏

6 / 25 感謝の集い 東京都文京区
・青島健太
　他ＯＢ会員

6 / 26

公益社団法人全国野球振興会
平成 24 年度第 2 回理事会

東京都文京区

・森　徹
・三浦政基
・定永昭紀
・醍醐猛男
・岡本伊三美
・坂巻　豊
・高村義明
・長ケ原誠 
・八木澤荘六
・五月女豊 

・清覚秀雄
・横山健一郎
・木村竹志
・池田哲雄
・小池唯夫
・高津義信
・玉利　齊
・村尾忠孝
・吉村　正
・緋本祥男

公益社団法人全国野球振興会
第 2 回常務理事会

東京都文京区

・森　徹
・三浦政基
・定永昭紀
・醍醐猛男

・清覚秀雄
・横山健一郎
・木村竹志

会 員 情 報

活 動 報 告

新 ロ ゴ マ ー ク の ご 紹 介

氏名 球団 年齢 ポジション

我如古 哲徳 中日 50 トレーナー

寺田 祐也 阪神 32 内野手

藤本 博史 オリックス 36 捕手

後藤 孝 西武 65 トレーナー

立浪 和義 中日 42 内野手

長谷川 滋利 オリックス 43 投手

山本 賢寿 巨人 31 投手

大山 貴広 ヤクルト 32 内野手

川添 将大 中日 31 投手

久保田 智 ヤクルト 35 外野手

氏名 球団 年齢 ポジション

萩原 誠 阪神 39 内野手

花咲 俊夫 オリックス 27 内野手

藤本 典征 広島 68 投手

吉田 浩 阪神 40 外野手

呉本 成徳 横浜 31 内野手

三枝 規悦 阪急 60 投手

川畑 勇一 ヤクルト 39 捕手

頓田 国満 ダイエー 48 外野手

小澤 誠 西武 51 外野手

■新入会員一覧

氏名 代表出身球団 逝去日 享年 生年

佐藤 竹秀 ヤクルト 2001 年 3 月 13 日 53 1947

秋元 律夫 大洋 2011 年 4 月 10 日 67 1944

■訃報 謹んでお悔やみ申し上げます。

編集･発行人：公益社団法人全国野球振興会（日本プロ野球OBクラブ）　　URL：www.obclub.or.jp   E-mail：info@obclub.or.jp  

  本部事務局：〒130-0012　東京都墨田区太平4-13-2　太平サクラビル２階
 TEL：03-3626-8911　FAX：03-3626-8912

［事務局より］住所変更の際は、お手数ですが上記事務局までお知らせください

編集協力
株式会社デジタル・アド・サービス
発行日：2012年7月

■ 野球の普及・振興
一目で野球の組織であることがわかるイ
メージであること＝ボールとバットで、
こどもにも印象の残る親しみやすさを求
めました。

■ 心身の健全な発達
見るからにスポーツと健康をほうふつさ
せる図案であること＝健康関連商品で多
用される明るめの緑色を基調とするマー
クにしました。 
また、緑は芝をイメージさせ、屋外スポー
ツをほうふつとさせます。

■ 公益に資する組織
社会貢献、公正さ、規律の正しさと同時
に親しみやすさをグリーンのイメージで
表現しました。

■ 協調 ・ 協力
野球を通じて協力しあう法人の設立趣旨
に合致させること＝交差するバットで協
力を、また円形で協調を表現しました。

■ プロ経験者の使命
プロ経験者としての公益の増進に資する
姿勢を示すために、公益社団法人の欧文
表記を円周で表現。グレードの高さを強
調しました。

2012 年 4 月～ 6 月　
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　1931（昭和6）年、ゲーリッグ選手やグローブ投手ら、後に米国野球殿堂

入りを果たす名選手を中心とした大リーグ選抜チームが来日し、日米野球

が開催されました。現在のプロ野球が誕生する3年前、当時は東京六大学

が日本球界をリードしており、その現役、OB選手からなる全日本チームが

結成され、大リーグ選抜と対戦しました（4戦全敗、その他の大学、社会人等

のチームも全敗）。

　今回ご紹介するのは、この全日本チームのユニホームで、エースとして

活躍した伊達正男投手（早大、1955～59年阪急ブレーブスコーチ）が着用

したものです。

　胸マークは「NIPPON」、左袖には開催年の“1931”と日米両国の国旗を

デザインしたワッペンが付けられています。肘が隠れるほどの長い袖は、当

時流行のスタイルで、生地は厚手のウールが使用されています。襟の内側

には松屋銀座のロゴ（松鶴マーク）と“MATSUYA”の文字が入ったタグが

付けられており、デパートのテーラーメイドだったようです。

　そして、このユニホームには背番号“1”が付けられています。

　ユニホームに背番号が付けられるようになったのは1929年で、大リー

グのインディアンズとヤンキースの2球団が最初です。ファンが選手を識

別しやすいようにと付けられました。他球団もこれに続いて広まり、日本で

はその2年後の1931年、第8回選抜中等学校野球大会で試験的に採用さ

れたのが最初といわれ、この日米野球の全日本でも背番号が採用されまし

た。いわば、「背番号の草創期」の1着で、当館の収蔵品の中では最古の背番

号付ユニホームです。

特別連載
Vol.13

野
球
体
育
博
物
館

「1931（昭和6）年 日米野球 全日本ユニホーム」
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私たちは
公益社団法人全国野球振興会の活動に

協力しております

私たちは
公益社団法人全国野球振興会の活動に

協力しております





当社は社会活動の一環として、全国で開催される 
野球教室におきまして          関連商品 

「エルセの実」を無償配布しております。 

■ご家庭向け商品のご案内 

■家庭用エルセ SHW型 

（水道元付けタイプ） 

■シャワータイプ 

SH-01型 

未来を担う子どもたちのために… 

エルセ 

info@n-jisui.co.jp 

  〒880-1301 宮崎県東諸県郡綾町大字入野4409番地6  

0120-39-1132  

フリーダイヤル 

エルセ 検 索 

サンキュー  イイミズ URL http://www.n-jisui.co.jp 
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